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○琴丘支所 

日  程 令和５年９月６日（水） 

会  場 議長室 

開  会 午前９時００分～午前９時２３分 

出席委員 
伊藤千作（委員長）、平賀 真（副委員長）、 

遠藤勝昭、森山大輔、加藤彦次郎 

欠席委員 なし 

説 明 員 鎌田支所長、渡辺補佐、近藤主事 
 

№ 質疑応答の概要 

１ P22 上岩川生活改善センターの使用料が４，３２０円とあるが、１回の使用料はい

くらか。 

答 ３００円程である。 

２ P24 青春館のコンサートホール等の利用人数は把握しているか。 

答 令和４年度のコンサートホールの利用者は１４９名で、会議室はほとんど利用

されていない。ほとんどが固定の方の利用である。 

３ P24 小夢の使用料はいくらか。 

答 月額２１，０００円程で、プラス電気料となっている。 

４ P40 小新沢生活改善センターの売却の際には入札はしたのか。 

答 入札はしていない。地元住民から払下げ要望があったため、不動産鑑定を行い

希望者に売却した。 

５ P74 西又・茨島・滝の上集団移転５０周年記念事業の内容は。ほかにも同様のとこ

ろはあるか。 

答 記念式典を１１月２６日に実施している。対象は１８世帯で、当日は１７人が

参加した。補助額は１６３，０００円である。琴丘地域における同様の移転につ

いては承知していない。 

 ６ P102 ひまわりセンター改修工事について、前払金１千万円を支払い、繰越して工

事は完了したということでよいか。工事的には正しい方法なのか。 

答 そのとおりである。工事も通常の進め方で行った。 
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○山本支所 

日  程 令和５年９月６日（水） 

会  場 議長室 

開  会 午前９時２５分～午前９時４８分 

出席委員 
伊藤千作（委員長）、平賀 真（副委員長）、 

遠藤勝昭、森山大輔、加藤彦次郎 

欠席委員 なし 

説 明 員 石井支所長、大高補佐、湊係長 
 

№ 質疑応答の概要 

７ P24 石倉山キャンプ場のクマの対策は。 

答 農林課と連携し、檻を設置している。また、一般の人からの通報があった場

合、その都度、防災無線で注意喚起している。 

８ P42 下岩川財産区繰入金について、いつも同じ金額だが、財産区の収入源は。 

答 間伐等計画的に事業を行っていて、その立木の売上げである。 

９ P44 森岳駅の販売手数料について、高校入学時に森岳駅で定期を購入すれば町に手

数料が入るため、そのＰＲ等をしては。 

答 検討する。 

１０ P68 北金岡駅の支出の内訳は。 

答 駅舎に隣接しているトイレの清掃業務、消耗品、電気料等である。 

１１ P70 森岳駅前駐輪場補修解体工事について、１０分の８を解体して残りを補修して

いるが、現在は２棟分だけで足りると言うことか。また、１棟は何台分か。 

答 そのとおりである。１棟は３０台分である。 

１２ P72 金陵の館の利用者数は。また、奥の体育館は使用されているか。今後どうする

のか。 

答 ３，３９８人である。体育館については使用禁止にしており、小学校の統合と

同時に解体予定である。 
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○総務課（選挙管理委員会事務局） 

日  程 令和５年９月６日（水） 

会  場 議長室 

開  会 午前９時５８分～午前１０時４８分 

出席委員 
伊藤千作（委員長）、平賀 真（副委員長）、 

遠藤勝昭、森山大輔、加藤彦次郎 

欠席委員 なし 

説 明 員 
工藤課長、三浦補佐、川村補佐、石井係長、高橋係長、見上係長、 

嶋田主席主査 
 

№ 質疑応答の概要 

１３ P38 秋田県議会議員選挙と参議院議員選挙の金額の開きの理由は。 

答 選挙運動期間の違いと、秋田県議会議員選挙は４月９日執行であったため予算

が令和４年度と５年度の２年度に分かれているためでる。 

１４ P38 選挙費は、全て委託金で賄われているか。 

答 国・県の選挙については委託金で賄われることになるが、パソコン等の備品購

入費については、ほかの選挙でも使用可能ということで補助率９分の５となり、

９分の４が町の一般財源である。 

１５ P40 不動産売払収入の内容は。売払いに際しては入札が行われたのか。 

答 町道及び法定外公共物の一部を払い下げしたものである。申請者が敷地の一部

として当該物件を使用しており、その事実が判明したため、申請に対して払い下

げしたものである。 

１６ P40 公用車等物品売払収入で、公売にかけた台数は。すべて売れたのか。 

答 ６台を公売にかけ、すべて落札された。 

１７ P40 官行造林分収益の内容は。 

答 県行造林の分収益であり、秋田県で入札を実施し、５対５の分収割合で交付さ

れたものである。 

１８ P42 一般寄附金の内容は。  

答 一般町民の方から町のために役立ててほしいと使途等は定めず一般寄附として

寄附されたものである。 

１９ P48 宝くじ交付金の動向は。 

答 年々宝くじの売り上げが減少し収益が落ちていることから、町への交付額も減

少している。前年比で１００万円ほど減少している。 

２０ P50 職員記章実費負担金の内容は。 

答 職員が記章を紛失し、再交付した際の実費分である。 

２１ P58 会計年度任用職員の給料は。 

答 会計年度任用職員の給料表は、一般職員と同様の給料表を使用している。ただ

し、昇給については職務内容に基づき上限が設けられている。また、保育業務に

関わる職員には、保育業務手当も支給している。 
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№ 質疑応答の概要 

２２ P66 公共施設ＰＣＢ廃棄物撤去業務の内容は。 

答 高濃度ＰＣＢ廃棄物を処分したものであり、北海道にある処分場でしか処分で

きないため、その運搬費と処分費である。 

２３ P66 危険遊具撤去工事の内容は。 

答 自治会から公園内の危険遊具撤去の要望があり、撤去したものである。 

２４ P66 庁舎ＬＥＤ照明器具改修工事は、購入したものか、リース契約か。 

答 工事として実施しており、購入したものである。 
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○税務課 

日  程 令和５年９月６日（水） 

会  場 議長室 

開  会 午前１０時５４分～午前１１時２９分 

出席委員 
伊藤千作（委員長）、平賀 真（副委員長）、 

遠藤勝昭、森山大輔、加藤彦次郎 

欠席委員 なし 

説 明 員 後藤課長、三浦補佐、阿部補佐、館岡係長、斉藤主任 
 

№ 質疑応答の概要 

 一般会計 

２５ P12 町民税が前年度より減っている要因は。 

答 令和４年度は３年中の所得に対して課税するが、この年は農業所得、営業所得

など事業所得が大幅に下がったため、調定額が減となった。 

２６ P12 固定資産税で現年分を不納欠損しているが、その理由は。 

答 相続人が不明の場合など、所有者不存在資産の場合、即時で不納欠損処分して

いる。 

２７ P12 固定資産税滞納繰越分で、町外の方への対応は。 

答 主に、書面や電話で対応を行っている。一括納付が無理な場合は分納誓約に応

じるが、悪質なケースについては、預貯金・保険・給与などを調査し、差押え財

産が見つかれば差押えを行っている。 

２８ 滞納繰越分の収納率を上げる対策はしているか。 

答 臨戸徴収・分納相談等に取り組んでいるが、基本現年分の収納を優先してい

る。その上で、余裕がある人には滞納繰越分を支払ってもらっている。 

２９ P12 たばこ税について、令和３年度から増収になった要因は。 

答 令和３年中に増税があったため、増収になったと考えられる。 

３０ P14 入湯税について、以前より税収が減っているようだが、今後もこのように推移

すると思うか。 

答 人口減少や、近年ではコロナの影響により税収が減っている。コロナの影響に

より大幅に減収した令和３年度より４年度は多少増収となったが、今後も同程度

で推移すると思われる。 

３１ P84 納税組合について、組合数は減少しているか。 

答 年々減少している。 

 国民健康保険事業勘定特別会計 

 なし  
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○会計課 

日  程 令和５年９月６日（水） 

会  場 議長室 

開  会 午前１１時３６分～午前１１時４３分 

出席委員 
伊藤千作（委員長）、平賀 真（副委員長）、 

遠藤勝昭、森山大輔、加藤彦次郎 

欠席委員 なし 

説 明 員 皆川課長、国塚補佐 
 

№ 質疑応答の概要 

３２ P22 コピー使用料について、１円単位に６円とあるのはどうしてか。 

答 オフセット印刷は、１枚当たりの使用料が３円となっている。 

３３ 大判印刷（ロール紙）のコピー使用料も含まれているのか。 

答 含まれている。  
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○議会事務局（監査委員事務局） 

日  程 令和５年９月６日（水） 

会  場 議長室 

開  会 午前１１時４４分～午前１１時５１分 

出席委員 
伊藤千作（委員長）、平賀 真（副委員長）、 

遠藤勝昭、森山大輔、加藤彦次郎 

欠席委員 なし 

説 明 員 後藤事務局長 
 

№ 質疑応答の概要 

３４ P58 会議録反訳業務の内容は。 

答 会議の発言について、会議録として文字おこしする業務である。 

３５ P58 会議録の調製は、定例会が終わってから３月くらいはかかるのか。 

答 ほかの業務と並行しての作業となるため、３月程度は時間が必要である。 

３６ P58 共済組合負担金はどういう割合で収めているのか。 

答 共済組合から示された率によって算出されている。 
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○企画政策課 

日  程 令和５年９月６日（水） 

会  場 議長室 

開  会 午後１時００分～午後１時５４分 

出席委員 
伊藤千作（委員長）、平賀 真（副委員長）、 

遠藤勝昭、森山大輔、加藤彦次郎 

欠席委員 なし 

説 明 員 加藤課長、門間補佐、伊藤補佐、大村係長、渡辺係長 
 

№ 質疑応答の概要 

３７ P40 光通信網設備貸付料について、歳入と歳出との関連は。 

答 町で整備した山本地域（下岩川地区を除く。）の光ケーブルをＮＴＴに貸付し、

保守等を町がＮＴＴに委託しており、歳入より歳出の方が多くなっている。な

お、ＮＴＴとの協議により令和８年度末には無償譲渡を予定している。 

３８ P42 ふるさと元気づくり寄附金（ふるさと納税）が減少した要因は。 

答 返礼品の中でも人気上位を占める米及び肉に対する寄附金額が伸びなかったこ

とが要因と考えている。米については、同じ寄附金額で量が多いところに負けて

おり、肉については、取扱事業者が従業員不足により取り扱いを休止したことが

原因である。 

３９ P42 ふるさと納税返礼品の米に対する寄附額減少への対策として、寄附金額を下げ

ることは可能ではないか。 

答 寄附金額は、事業者と中間業者の協議内容をもとに町が決定しているが、米の

寄附金額はどの事業者もほぼ同様の価格である。また、１社が寄附金額を下げる

とほかの事業者への影響も少なくない。 

４０ P62 新ホームページ構築業務について、新ホームページになってから閲覧数及び質

的な評価は。 

答 令和５年４月の稼働以降の閲覧数は３０万ページビュー以上で、特に７月の大

雨災害時の閲覧数が多かった。また、新ホームページはスマートフォンに対応

し、ＡＩチャットボット機能も導入されるなど、検索性が強化された。 

４１ P74 備品購入費の指静脈認証装置の用途は。 

答 基幹系パソコンの操作時に個人認証として使用する。 

４２ P76 行政連絡員のなり手不足への対策は。 

答 例えば、郵送による発送とした場合、配布までの期間が２週間程度かかってし

まい、即時性がなくなる面から一概に全戸郵送とすることもできない。引き続き

方策を検討していく。 

４３ P80 ＮＰＯ法人ふるさと回帰支援センターへの負担金に関連して、ふるさと回帰支

援センターの最近の活用状況は。  

答 近年、参加料の増額により参加を見送っているが、令和６年度以降に参加を検

討している。 
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№ 質疑応答の概要 

４４ P80 公共交通政策費について、巡回バス・ふれあいバスに対し、土・日運行の要望

があるが、運行は可能か。 

答 バスの運行については平日、毎日運行しており、共助団体のドライバーの休み

も必要である。また、土日運行時の事故対応が困難なため実施は難しい。 

４５ P80 みたね縁結びサポーターの成婚実績は。 

答 令和４年度は０組だが、平成２８年度の発足から１組の実績があった。 

４６ P80 関係人口創出事業について、補助金を交付した団体名と交付額は。 

答 なんとすみたね２７４千円、田舎ぐらし大学みたね２８０千円の２団体であ

る。 
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上記会議の次第を記載し、その相違ないことを証明するためにここに署名する。 

 

 

 

    決算特別委員会総務分科会委員長   伊 藤 千 作 

 

 

 


